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１．⾦融機関におけるAI活⽤

⽇本⾦融通信社「FIT 75号」2019年12⽉16⽇発⾏ https://fit.nikkin.co.jp/post/detail/fm0056

 現状
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１．⾦融機関におけるAI活⽤

野村総合研究所「情報銀⾏と信⽤スコアリングビジネスの展望」 ジェイスコアウェブサイトhttps://www.jscore.co.jp/

 信⽤スコア
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１．⾦融機関におけるAI活⽤
 情報信託プラットフォーム（情報銀⾏）

三菱UFJ信託銀⾏ウェブサイト https://www.tr.mufg.jp/ippan/efforts/0001.html
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 健康増進型保険

１．⾦融機関におけるAI活⽤

⽇本経済新聞2020年10月20日https://www.nikkei.com/article/DGXMZO65218230Q0A021C2EE9000
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１．⾦融機関におけるAI活⽤

活⽤サービス 主な留意点

信⽤スコア ・スコア決定の透明性、説明可能性の確保（ブラック
ボックス化）
・性別や⼈種などに関わる差別・偏⾒の助⻑や再⽣産に
つながる可能性

情報銀⾏ ・個⼈のコントローラビリティの確保
・⽬的外利⽤、漏えいの懸念

健康増進型保険 ・要配慮個⼈情報、プライバシーの取り扱い
・説明可能性の確保（ブラックボックス化）
・プロファイリング

 各サービスの主な留意点
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１．⾦融機関におけるAI活⽤

UK Center for Data Ethics and Innovation, “AI Barometer” (June 18, 2020). https://www.gov.uk/government/publications/cdei-ai-barometer/cdei-ai-barometer



２．AIの倫理

8統合イノベーション戦略推進会議 （第４回）資料 https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tougou-innovation/dai4/siryo1-1.pdf



２．AIの倫理

 「⼈間中⼼のAI社会原則」

① ⼈間中⼼の原則

② 教育・リテラシーの原則

③ プライバシー確保の原則

④ セキュリティ確保の原則

⑤ 公正競争確保の原則

⑥ 公平性、説明責任及び透明性の原則

⑦ イノベーションの原則

9統合イノベーション戦略推進会議 https://www8.cao.go.jp/cstp/aigensoku.pdf



２．AIの倫理

 ③ プライバシー確保の原則
全てのＡＩが、パーソナルデータ利⽤に関するリスクを⾼めるわけではないが、
ＡＩ を前提とした社会においては、個⼈の⾏動などに関するデータから、政治
的⽴場、 経済状況、趣味・嗜好等が⾼精度で推定できることがある。これは、
重要性・要配慮性に応じて、単なる個⼈情報を扱う以上の慎重さが求められる
場合があることを意味する。パーソナルデータが本⼈の望まない形で流通した
り、利⽤されたりすること によって、個⼈が不利益を受けることのないよう、
各ステークホルダーは、以下の考え⽅に基づいて、パーソナルデータを扱わな
ければならない。
 パーソナルデータを利⽤した AI 及びその AI を活⽤したサービス・ソ

リューションにおいては、政府における利⽤を含め、個⼈の⾃由、尊厳、
平等が侵害されないようにすべきである。

 AI の使⽤が個⼈に害を及ぼすリスクを⾼める可能性がある場合には、そ
のような状況に対処するための技術的仕組みや⾮技術的枠組みを整備すべ
きである。特に、パーソナルデータを利⽤する AI は、当該データのプラ
イバシーにかかわる部分については、正確性・正当性の確保及び本⼈が実
質的な関与ができる仕組みを持つべきである。これによって、AI の利⽤
に際し、⼈々が安⼼してパーソナルデータを提供し、提供したデータから
有効に便益を得られることになる。
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２．AIの倫理

 パーソナルデータは、その重要性・要配慮性に応じて適切な保護がなされ
なければならない。パーソナルデータには、それが不当に利⽤されること
によって、 個⼈の権利・利益が⼤きく影響を受ける可能性が⾼いもの（典
型的には思想信条・病歴・犯歴等）から、社会⽣活のなかで半ば公知と
なっているものまで多様なものが含まれていることから、その利活⽤と保
護のバランスについては、⽂化的背景や社会の共通理解をもとにきめ細や
かに検討される必要がある。
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２．AIの倫理

 ⑥ 公平性、説明責任及び透明性の原則
AI の利⽤によって、不当な差別を受けたり、⼈間の尊厳に照らして不当な扱い
を受けたりすることがないように、公平性及び透明性のある意思決定とその結
果に対する説明責任（アカウンタビリティ）が適切に確保されると共に、技術
に対する信頼性（Trust）が担保される必要がある。
 AI の設計思想の下において、⼈々がその⼈種、性別、国籍、年齢、政治

的信念、宗教等の多様なバックグラウンドを理由に不当な差別をされるこ
となく、全ての⼈々が公平に扱われなければならない。

 AI を利⽤しているという事実、AI に利⽤されるデータの取得⽅法や使⽤
⽅法、 AI の動作結果の適切性を担保する仕組みなど、⽤途や状況に応じ
た適切な説明が得られなければならない。

 ⼈々が AI の提案を理解して判断するために、AI の利⽤・採⽤・運⽤につ
いて、必要に応じて開かれた対話の場が適切に持たれなければならない。

 上記の観点を担保し、AI を安⼼して社会で利活⽤するため、AI とそれを
⽀えるデータないしアルゴリズムの信頼性（Trust）を確保する仕組みが
構築されなければならない。
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■ 「我が国のＡＩガバナンスの在り⽅」
 ゴールベースのガバナンスの⽀援のため、

法的拘束⼒のない企業ガバナンス・ガイド
ラインを作成。
• AI原則を解説しているガイドラインを

活⽤しつつ、企業ガバナンスに融合し
やすいガイドラインを作成。

 現時点では、法的拘束⼒のある横断的な規
制は不要。

 個別分野については、ITではなく、業法の
観点からの関わりの⽅が望ましい場合あり。

３．⾦融分野での社会実装の⽅向性

13AI社会実装アーキテクチャー検討会 https://www.meti.go.jp/press/2020/01/20210115003/20210115003-1.pdf



■ 業界別の指針
 シンガポール通貨⾦融管理庁の指針

• ⾦融業界における AI・ データ分析の利
⽤の際の公正性、倫理、アカウンタビ
リティ、透明性の促進

• 横断的なモデルフレームワークを補完
する位置づけ

 ⽇本における⾦融分野ＡＩ倫理指針の可能性
• 規制分野としての⾦融分野の特質
• ⾦融庁の監督指針、⾦融分野個⼈情報

保護ガイドライン等のこれまでの規制
⼿法の蓄積

３．⾦融分野での社会実装の⽅向性

14Monetary Authority of Singapore, Principles to Promote Fairness, Ethics, Accountability and Transparency (FEAT) in the Use of Artificial Intelligence and Data Analytics in Singapore’s 
Financial Sector (November 12, 2018). https://www.mas.gov.sg/-/media/MAS/News-and-Publications/Monographs-and-Information-Papers/FEAT-Principles-Updated-7-Feb-19.pdf



■ 事業者ごとのＡＩ倫理指針の策定
 先⾏事例

• 基本原則の提⽰
• 社内教育・啓発
• 評価体制・プロセスの整備
• 諮問機関の設置 等

 ⾦融分野特有の考慮要素を踏まえた事業者
のＡＩ倫理指針の策定

３．⾦融分野での社会実装の⽅向性

15日立製作所ウェブサイト https://www.hitachi.co.jp/products/it/lumada/about/ai/ldsl/document/ai_whitepeper01.pdf



■ 外部諮問機関の設置
 情報銀⾏ 「データ倫理審査会」

• 情報銀⾏の諮問に応じ、契約内容、
利⽤⽬的、提供の判断につき助⾔

• 必要に応じて情報銀⾏に対する調査
報告を求めることも想定

 情報銀⾏業務のみならず、各社のＡＩ倫理
指針における位置づけ、役割、権限の検討

３．⾦融分野での社会実装の⽅向性

16「情報信託機能の認定に係る指針2.0」https://www.meti.go.jp/press/2019/10/20191008003/20191008003-3.pdf
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